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命の水も営利主義?!
大阪･橋下市長の水道事業民営化案

　命の水を屈ける水道まで営利企業に委ねていいのでしょう

か。大阪市の橋下徹市長が来年度中の実現を目指す全国でも

例がない自治体全域での水道事業の民営化に不安や批判の声

が広がっています。安倍政権か推進している制度を活用する

もので全国に広がりかねない危険なプランですo（藤原直）

　
市
が
４
月
に
発
表
し
た
民
営

化
誉
本
方
診
察
に
は
、
浄
水
場

な
ど
の
施
設
は
市
が
保
有
し
た

ま
ま
、
市
が
１
０
０
価
出
資
し

て
設
立
す
る
株
式
会
社
に
運
営

権
を
譲
渡
す
る
民
営
化
案
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
民
営
化
に
よ
っ
て
大
幅

な
コ
ス
ト
削
減
や
、
国
内
外
で

の
「
新
た
な
ピ
ジ
ネ
ス
展
開
」

か
可
能
と
な
り
、
料
金
値
下
げ

や
水
道
管
の
耐
磁
化
の
ペ
ー
ス

ア
ッ
プ
が
図
れ
る
と
″
バ
ラ
色

の
未
来
″
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
　
今
も
ギ
リ
ギ
リ

　
し
か
し
、
沸
当
に
う
ま
く
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
市
水
道
局

内
部
か
ら
も
「
方
針
案
は
民
営

化
あ
り
き
の
作
文
」
と
批
判
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ス
ト
削
減
の
柱
の
Ｉ
つ

が
、
職
員
数
の
大
幅
削
減
で

す
。
現
場
か
ら
は
「
今
で
も
ギ

？
ぃ
ほ
ー
；
吸
に

大阪市水道同粟島
浄水場の沈でん池
＝大阪市東淀川区

リ
ギ
リ
」
と
悲
鳴
が
上
か
っ
て

い
る
の
に
、
方
針
案
に
は
現
在

１
６
４
１
人
の
職
員
を
１
０
０

０
人
以
下
と
す
る
目
標
が
掲
げ

ら
れ
、
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

　
（
委
託
化
・
請
負
化
）
の
一
層

の
推
進
」
や
「
多
様
な
雇
用
形

態
（
契
約
社
員
・
短
期
雇
用
、

再
任
用
等
）
の
活
用
」
か
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
水
道
両
議
員
で
阪
南
大
学

非
常
勤
講
師
の
中
村
寿
子
さ
ん

は
こ
う
警
告
し
ま
す
。

　
　
「
水
道
の
仕
事
は
２
年
や
３

年
で
一
人
前
に
な
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
経
験
と
自
主
的

　
大
阪
市
の
水
道
事
業
１
８
９
５
年
、
日
本
で
４
番

目
の
近
代
水
道
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
淀
川
か
ら
取
水

し
、
柴
島
（
く
に
じ
ま
）
、
底
窪
（
に
ね
く
ぼ
）
、
豊
野

　
（
と
よ
の
）
の
３
浄
水
場
か
ら
水
溢
水
を
供
給
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
０
年
、
政
令
市
で
初
め
て
全
量
高
度
浄

水
処
理
を
導
入
。
２
７
０
万
人
が
住
み
、
昼
間
は
３
５

０
万
人
が
活
動
す
る
市
内
金
城
に
高
品
質
の
水
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　水進めぐる現状水道は市睦生活に
欠かすことのできないライフラインで
あり、日本では水道法で市町村経営が
原則とされていますo水道統計では全
国の水道事業体1429のうち民営は９に
すぎません。そのほとんどかリソート
開発に伴い限定した地域で当初から民
営で事業が展開されたものです。

な
勉
強
に
基
づ
く
理
論
と
動
か

大
事
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ

れ
は
、
大
変
な
問
題
を
起
こ
し

か
ね
ま
せ
ん
」

　
橋
下
市
長
が
打
ち
上
げ
て
き

た
海
外
展
開
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　
大
阪
市
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
水
政
策
研
究
所
」
は
方

針
案
を
分
析
し
た
文
書
で
「
海

外
で
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
以
前
か

ら
外
国
の
多
国
籍
水
企
業
が
支

配
し
、
後
発
の
日
本
か
思
惑
通

り
の
利
を
得
る
可
能
性
は
低

い
」
「
成
長
戦
略
と
し
て
、
海

外
で
も
う
け
る
と
い
う
が
、
市

民
を
巻
き
込
ん
だ
冒
険
の
要
素

が
非
常
に
強
い
」
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

　
　
値
下
げ
は
大
口

　
料
金
値
下
げ
も
ま
や
か
し
で

す
。
民
営
化
で
下
げ
る
と
し
て

い
る
の
は
、
一
般
の
家
庭
（
―

力
月
あ
た
り
2
0
立
方
μ
使
用
）

の
料
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使

用
水
量
の
多
い
工
場
、
ホ
テ

ル
、
会
社
事
務
所
な
ど
の
「
多

量
区
画
料
金
」
（
同
２
０
１
立

方
μ
以
上
使
用
）
だ
け
で
す
。

　
も
と
も
と
、
大
阪
市
な
ど
大

半
の
都
市
の
水
道
料
金
に
は
、

使
用
水
量
か
多
く
な
る
ほ
ど
料

金
単
価
が
高
く
な
る
逓
増
（
て

い
ぞ
う
）
制
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
が
い
ま
進
め
て
い
る

の
は
逓
増
制
の
緩
和
で
す
。

　
民
営
化
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

条
例
で
一
つ
ひ
と
つ
決
め
て
い

た
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
議
会

の
権
限
が
及
ぶ
の
は
上
限
設
定

の
み
と
な
り
、
一
般
の
家
庭
で

府
内
２
番
目
に
安
い
大
阪
市
の

水
道
料
金
か
維
持
で
き
る
か
ど

う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
約
2
0
万
世
帯
が
利
用

し
て
い
た
上
下
水
道
料
金
の
福

祉
減
免
措
置
（
基
本
料
金
相
当

月
額
１
５
７
６
円
を
免
除
）
を

昨
年
９
月
末
で
廃
止
し
た
の
が

橋
下
市
長
で
す
。

　
日
本
共
産
党
の
岩
崎
賢
大
市

議
は
語
り
ま
す
。

　
　
「
株
式
会
社
化
す
れ
ば
、
税

の
負
担
も
か
か
る
し
、
株
主
配

　
　
　
　
　
　
当
も
必
要
に
な

　
　
’
゛
゛
￥
る
。
も
う
け
が

｛
ｙ
い
ら

主
眼
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
か
ら
水
道
管

の
耐
震
化
も
低
料
金
の
維
持
も

何
ら
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行

政
や
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
か
し
っ

か
り
機
能
す
る
公
営
で
こ
そ
安

全
・
安
心
の
水
供
給
か
図
れ
ま

す
」

1
9
日
の
政
府
会
合
で
は
、
竹
中

平
蔵
慶
応
大
学
教
授
の
提
言
を

受
け
て
、
安
倍
首
相
か
運
営
権

制
度
を
活
用
し
た
事
業
を
「
劇

的
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
」
と

強
調
。
2
2
年
ま
で
に
事
業
規
模

を
２
兆
～
３
兆
円
に
す
る
と
し

た
昨
年
６
月
の
目
標
を
「
向
こ

う
３
年
以
内
に
前
倒
し
で
達
成

す
る
た
め
具
体
案
件
の
剔
出
に

努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
関
係
閣

僚
に
要
請
し
ま
し
た
。
提
言
で

は
水
道
で
６
件
の
案
件
創
出
が

目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
厚

労
省
の
手
引
で
は
「
導
入
に
よ

り
制
度
的
な
課
題
が
顕
在
化
す

る
可
能
性
」
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
阪
市
は
市
の
出
資
で
新
会

社
を
設
立
し
た
後
、
早
期
に
民

間
出
資
を
受
け
入
れ
る
方
針
で

す
。
将
来
的
に
は
施
設
移
管
の

検
討
も
濡
め
る
と
い
い
ま
す
。

安
倍
政
権
が
推
進
す
る
制
度

　
大
阪
市
が
い
ま
目
指
し
て
い

る
の
は
、
全
国
で
も
例
が
な
い

　
「
公
共
施
設
等
運
営
権
制
度
」

を
活
用
し
た
水
道
事
業
の
民

営
化
で
す
。
同
制
度
は
２
０
１

１
年
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
（
民
間
資

金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施

設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す

る
法
律
）
の
改
定
に
よ
り
設
け

ら
れ
た
制
度
で
、
水
道
や
空
港

な
ど
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、

施
設
の
所
有
権
を
公
的
主
体

が
有
し
た
ま
ま
、
運
営
権
を
民

間
事
業
者
に
付
与
す
る
も
の
で

す
。

　
安
倍
政
権
は
、
運
営
権
制
度

の
活
用
を
「
成
長
戦
略
」
の
中

に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
５
月

市
議
会
各
会
派
が
反
対

険
な
賭
け
に
で
る
の
は
や
め
る

べ
き
だ
」
と
反
対
し
て
い
ま

す
。

　
来
年
３
月
に
も
採
決
が
想
定

さ
れ
る
関
連
議
案
を
葬
り
去
れ

る
か
ど
う
か
は
、
市
民
の
世
論

と
運
動
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
「
大
阪
か
ら
公

害
を
な
く
す
会
」
が
中
心
に
な

っ
て
民
営
化
の
中
止
を
求
め
る

署
名
や
会
戦
要
請
を
進
め
て
い

ま
す
。

欧
州
は
失
敗
再
公
営
化
へ

　
「
ヨ
ー
ー
ロ
ッ
パ
が
水
道
の
民

営
化
か
ら
再
公
営
乞
へ
と
動
き

始
め
て
い
る
と
き
に
、
な
ぜ
い

ま
民
営
化
の
後
追
い
な
の
で
し

ょ
う
か
」
。
近
畿
水
問
題
合
同

研
究
会
理
事
長
の
仲
上
健
一
立

　
　
　
　
命
館
大
学
特
任

　
ヽ
ご
乃
教
授
は
首
を
か

　
…
… 蚕

、
ｙ
。

　
　
　
　
　
１
９
９
０
年

代
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
水
企
業
が
主
導
し
て

世
界
に
急
速
に
広
が
っ
た
水
道

事
業
の
民
営
化
は
料
金
上
昇
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
、
世
界
中
で
住
民
の
抗

議
に
直
面
し
ま
し
た
。
今
で

は
、
ヨ
ー
ー
ロ
ッ
バ
で
も
1
0
年
の

パ
リ
、
1
3
年
の
ベ
ル
リ
ン
と
再

公
営
化
の
動
き
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
仲
上
氏
は
言
い
ま
す
。

　
　
「
水
を
得
る
こ
と
は
人
権
で

す
。
世
界
で
は
、
貧
困
層
に
も

命
の
水
を
ど
う
保
障
す
る
の
か

か
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
阪
市
も
そ
う
し
た
視
点

で
人
々
の
水
を
守
る
と
と
も

に
、
高
い
技
術
力
を
生
か
し

て
、
日
本
の
水
道
事
業
の
維
持

発
展
の
た
め
に
ど
ん
な
貢
献
か

で
き
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
で

す
」
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